
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

南三陸 第 74 号 (令和２年８月発行) 

月発行) 

一般社団法人 復興みなさん会 

一般社団法人 復興みなさん会 

 
復興みなさん会は平成２３年１０月から、南三陸町内で東日本大震災の復興支援を継続しています。 

町内外の皆さまに当会の活動の内容をご理解いただくとともに、復興の最新情報をお伝えすることで、

共に地域の再建への道を歩んでいただけるよう『南三陸復興まちづくり通信』を毎月発行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興まちづくり通信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南三陸警察署庁舎 来年２月完成へ工事順調！ 

 東日本大震災の津波で全壊した南三陸警察署

の移転新築工事が順調に進んでいます。新庁舎

は、町が復興事業で整備した志津川新井田地内の

国道 45 号沿いの造成地約 5,400 平方㍍を県が取

得し、建設されます。鉄筋コンクリート 3 階建て

で、延べ床面積は約 1,970 平方㍍。隣接地には昨

年完成した南三陸消防署があります。完成予定は

来年 2 月。震災から 10 年を前に、住民の安心・

安全を守る防災、防犯の拠点が整います。 

 

 

 

 

 

南三陸町に海の見えるワイナリー ９月オープン！ 

 南三陸ワイナリー（佐々木道彦社長）が志津川

に開設する醸造施設の建設工事が 6 月 24 日に始

まりました。醸造所は漁港近くの海辺に立つ加工

施設を改修して整備。ワインの醸造棟、販売や軽

食を提供するショップが設けられ、建具や壁には

特産の南三陸杉が用いられます。敷地内には海を

眺めながらワインや軽食を楽しめるテラス棟を新

設します。全施設のオープンは 9 月の予定で、ブ

ドウの栽培から醸造まで一貫する「南三陸」生ま

れのワインが誕生するのは 1 月の見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「歌津地区支援の会一燈」がネットワーク会議 

 歌津地区でコミュニティ支援活動を行っている「復

興支援の会一燈」（小野寺寛会長、会員約 50人）が 6

月 17 日、今年度第 1回目のネットワーク会議を開催

しました。会議には行政区長、契約会長、自治会長、

小・中学校長など 19 人が出席。令和元年度の活動報

告と決算、2年度の活動計画と予算を承認しました。    

震災で地区の集会所 13 ケ所のうち 8ケ所が流失し

たことを教訓に、集落ごとに聞き取りを行い、避難行

動冊子を作成し、後世に伝えることになりました。 

 

（建設中の南三陸署。左奥は南三陸消防署＝6 月撮影） 

完成予想模型

図） 



一般社団法人 復興みなさん会 

当会は、中日新聞社会事業団東日本復興支援金、県共募みやぎチャレンジプロジェクト、仙台銀行まちづくり基金、みやぎ地域復興

支援助成金、おらほのまちづくり支援事業および東日本大震災現地 NPO 応援基金[緊急助成]のご支援をいただき活動しています。 
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〒986-0751 宮城県本吉郡南三陸町志津川字上の山 26 

上山八幡宮 社務所内 minasan.msrk@gmail.com 

  

復興祈念公園に植樹予定の椿の苗を植え替えました  

 復興みなさん会と南三陸椿くらぶのメンバー6

人が梅雨の晴れ間の 6月 17 日、志津川八幡神社の

境内で椿の苗木の植え替え作業を行いました。震

災後の2012年から町内で種拾いをして実生から育

てた苗木は約 150 本。大きいものは 120 ㌢ほどに

成長しています。今後これらの苗木は、「椿の避難

路」づくりの一環として、秋に全体開園する南三陸

町復興祈念公園内にも、大勢の地域住民の参加を

いただきながら植える予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

高台移転みねはた団地で早朝草刈り作業 

 歌津地区の高台移転「みねはた団地」で 6 月 28

日、草刈り作業が行われました。早朝 5時から始ま

った作業には入居 43世帯から 41 人が参加。国道 45

号から団地までの取り付け道路や団地内の道路脇

の草刈り、5 月にみんなで植えた花壇の雑草取りな

どに汗を流しました。無事に作業を終え、見違える

ようにきれいになった周囲を見て、みんな満足気で

した。お盆前の 8月にも作業が予定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「密」避けて屋外でラジオ体操 気分爽快！ 

 新型コロナウイルス感染症予防のため、集会所の

利用が停止されている町内の復興公営住宅では、屋

外でのラジオ体操が盛んです。志津川地区の東公営

住宅では、雨天を除く毎日朝８時 45 分に入居者ら

が集合。集会所前の広場で体操（＝写真）をして心

地良い汗をかいています。自治会長の山岸るい子さ

んは「家に閉じこもっていると体が重く感じます。

体操をすると気分が良いし、みんなが出てくるので

交流できて楽しいです」と話しました。 
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密
を
避
け
る
た
め
の

「
新
し
い
生
活
様
式
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が
言

わ
れ
て
久
し
い
。
そ
れ
以
来
、

復
興
公
営
住
宅
集
会
所
へ
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私
た
ち
の
訪
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途
絶
え
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い
る
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緒
に
お
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を
飲
み
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よ
も
や
ま
話
を
す
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の
が
楽

し
か
っ
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あ
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お
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あ
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し
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ル
ス
の
流
行
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め
る
に

は
効
果
が
あ
る
の
か
も
し
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な
い
が
、
私
た
ち
の
掛
け
替

え
の
な
い
日
常
を
奪
っ
て
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ま
っ
た
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始
ま
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早
く
み
ん
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顔
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ど
こ
か
に

一
緒
に
行
っ
て
み
た
い
。
い

つ
も
の
何
で
も
な
い
日
常
が

恋
し
い
こ
の
頃
で
あ
る
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